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コスタリカ現地レポート 5 
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5-1 Parque Nacional Marino Ballena (クジラ海洋国立公園) 

最後のレポートで， 今まで行った国立公園を中心に現地の観光地を紹介していきたい． 

クジラ海洋国立公園は， 名前の通りクジラが繁殖のために遠き南アメリカの海から 9月頃

やってくる所だ． 50ドルとお値段は少し高めだったが， ホエールウォッチングのボート

ツアーに友人達と参加した． クジラの親子が息継ぎのために水面に出て， さらにジャンプ

した後背中から落ちていく ”ブリーチング” と呼ばれる大きなジャンプをするクジラを近

くで観察できた (図 5-1)． ブリーチングはあまり観察できないらしく， とてもラッキーだ

ったとの事． ツアーには僕たち以外にも欧米人の家族やコスタリカ人カップルが参加して， 

皆近くで観察できるクジラに感動していた． ボートには参加者分のフルーツと水があるは

ずであったが， 足らなくてコスタリカ人カップルに行き渡らなかった． だけれども， カ

ップルはツアー者側にまったく怒らず， むしろそれがきっかけでツアー者側と会話が弾み

仲良くなっていた． 本当にコスタリカの人達はのんびりとしていて平和的だ． 例え， レス

トランで食後のコーヒーを何回頼んでも， それでも一向に来なくてもお客さんは怒らずに 

「来な～い!!」 と言いながら笑って帰る． だけれども， こういうミスが常に許されるゆる

い社会だからこそサービスが改善されない気もするが… 笑 

 

  

図 5-1 (A) ブリーチングするクジラ． (B) 一緒に旅行に行ってくれたコスタリカ美女と 

(撮影：上野麻衣子)． 
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5-2 Parque nacional Volcán Poás (ポアス火山国立公園) 

野生動物はリスや小さな野鳥以外はあまりいないけれど， 首都サンホセに近く日帰りで

気軽に行けるため観光客に人気のポアス火山国立公園． 前回は霧が強くて噴火口も湖も見

る事ができなかった． 今回が再チャレンジ (図 5-2)． 

 

 

 

図 5-2 (A) 噴火口． (B) エメラルドグリーン色の綺麗な湖．  
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5-3 Parque nacional Volcán Irazú (イラス火山国立公園) 

ポアス火山国立公園と同じく， 首都サンホセから近くて日帰りで行けるイラス火山国立

公園． 公園自体は広くなくて， 野生動物も見られるのはハナグマ位であったが， 高山植

物等も生えていて週末どこも行くところない時に行くにはちょうどいい観光地 (図 5-3)． 

標高が高くて， 非常に寒いので長袖が必要． 私が行ったときは， 噴火口付近は曇ってい

ためまったく見る事ができなかった (図 5-4)． 

 

 

  

図 5-3 (A) お土産屋． (B) 高山植物． (C) ゴミ箱を荒らすハナグマ (撮影：丸野 大樹)． 

 

 

図 5-4  霧で見えなかった噴火口 (撮影：丸野 大樹)． 

A 
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5-4 Parque nacional Carara (カララ国立公園) 

太平洋側に位置する， 公園内の川で泳ぐ大きなワニと派手な色のコンゴウインコが多く

いる事で有名なカララ国立公園 (図 5-5)． ワニツアーもあり， 盛況らしい． 現地の人によ

ると， たまに川に落ちて食べられてしまう人もいるらしい． カララ国立公園で働く知り合

いのパークレンジャーも川でワニと戯れていたら足を食べられかけたらしく， 痛々しくえ

ぐれていた． でもなぜかワニに襲われたパークレンジャーは， いつも愉快そうに笑いなが

ら自分が食べられかけた時の話をネタにしている．  

 

 

 

 

図 5-5 (A) 派手な色のコンゴウインコ． (B) 日向ぼっこをしているワニ (撮影：宮崎 佑介)． 

A 
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5-5 Parque Nacional Tortuguero (トルトゥゲーロ国立公園) 

カリブ海に位置する国立公園で， カメの産卵や大自然の中の運河が有名なトルトゥゲー

ロ国立公園． ワニ， ナマケモノ， ホエザル， クモザル， ノドジロオマキザルなどや多くの

野鳥達が生息している (図 5-6)． 産卵場を保護するために， 一般人が入るのは制限されて

いて， カメの産卵を見るにはガイド付きのツアーに参加しなくてはならない (図 5-7)． 

 

 

  

図 5-6  (A) 大きな声で鳴くホエザル． (B) アカメアマガエル． (C) 種類は分からないが，

睡眠中の雄の鳥 (撮影：高坂 知樹)． 

 

 

図 5-7 現地で案内してくれたガイドと (撮影：高坂 知樹)． 

A 
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5-6 San Gerardo de Dota (サンヘラルド・デ・ドータ) 

世界一美しい鳥と呼ばれる ”ケツァール” が数多く生息している場所 (図 5-8)． 早朝 4時

にサンホセを出発して日帰りのツアーに参加した． ケツァールが生息しているのはサンヘ

ラルド・デ・ドータの様な高地で涼しい所で， 観察するには乾季の 12~4月がピークらしい． 

”水曜どうでしょう 中米・コスタリカで幻の鳥を激写する!” の企画で， ケツァールを見

つけるのに苦労していたので， なかなか発見するのは難しいかなと思っていた． けれども 

案内してくれた地元のガイドが良かったのか， 現地に着いてすぐに観察できた． ツアーに

参加する時は， 早朝でかつ高地のため半袖で行くと半端なく寒い． 

 

 

 

 

図 5-8  (A) 手塚治虫の漫画 『火の鳥』 の伝説の鳥のモデルのケツァール． (B) サンヘラ

ルド・デ・ドータの景色 (撮影：宮崎 佑介)． 

A 
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5-7 Parque Nacional Cahuit (カゥイータ国立公園) 

カリブ海側のパナマ国境近くの小さな国立公園 (図 5-9)． 協力隊の友人が近くに住んで

いたため行ったが， 野生動物はあまりいなく正直見どころはあまりない． 私が行った際は， 

ノドジロオマキザルがちょっとだけ観察できた位であった． カリブ海側の住民はジャマイ

カ系の人達が多く， のんびりとしていて観光客も少なく静かで落ち着いていた所だった． 

また食事もカリブ海特有の料理で違っていて美味しかった．  

 

 

 

図 5-9  (A) 国立公園内のネイチャートレイル． (B) 公園付近で間近で見られた唯一の動物． 

A 

B 
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5-8 Puerto Viejo de Talamanca  

カゥイータ国立公園の近くにあって， 欧米系の観光客や現地の人が週末に日光浴や海水

浴， またサーフィンしに来るビーチ (図 5-10)． 国立公園ではないので， 野生動物はいない

が周辺に安いホステル等が多く， 手軽に来れるためか多くの観光客が訪れていた． 

 

 

 

図 5-10 (A) Puerto Viejo de Talamanca のビーチ． (B) シュノーケリングで撮影したフエダイ．  

A 

B 
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5-9 Reserva Biológica Isla del Caño (カーニョ島) 

太平洋側のオサ半島近くに位置するカーニョ島は， 他のコスタリカのビーチと違ってい

て透明度が非常に高く， ダイビングやシュノーケリングを体験しに国内外から多くの観光

客が来ている (図5-11)． 大きなフエダイが群れをなして泳ぎ， ウミガメやサメも見られた．

私にとってこれが初めてのダイビングだったが， 途中でまさかのエアー切れをして本当に

死ぬかと思ったが楽しい旅行だった． 

 

 

 

図 5-11  (A) ホワイトチップシャーク． (B) 一緒に行ったコスタリカ人ダイバー達と (撮

影：Fabian Castillo Baldares)．  

A 

B 
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5-10 Parque Nacional Manuel Antonio (マヌエル・アントニオ国立公園) 

任地のマヌエル・アントニオ国立公園． 透明度は高くないが， 国立公園内のビーチはと

ても綺麗 (図 5-12)． 小さな国立公園ながらもホエザル， リスザル， ノドジロオマキザル， 

ナマケモノ， アグーチ， アライグマ等の色々な野生動物がガイドを付けなくても肉眼で簡

単に見られるので， 年間約 150,000人もの来客数を誇るコスタリカ最強の国立公園 笑 (図

5-13)． 

 

 

図 5-12国立公園内のビーチ． 

 

 

  

図 5-13  (A) リスザル． (B) ノドジロオマキザル． (C) ハチドリ．  (D) ウミガメ． 

A B 

C D 
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5-11 Cartago 

コスタリカの旧首都． コスタリカは日本と同様に地震がとても多く， 首都であったカル

タゴも過去に起きた地震で壊滅的な被害を受けたらしい． 大きな大聖堂がありサンホセに

比べて敬虔なクリスチャンな住民が多いらしく， 夜はバーなどあんまり開いていなく静か

で落ち着いた街． 首都サンホセから 1時間もかからずに気軽に行ける． ただあまり安めの

ホステルは少ない． カルタゴにはロス・アンヘレス大聖堂や中央公園に教会跡があるが， 

私が宗教や建物に興味がないせいなのか， 全部見てもそんなに面白くはなかった (図 5-14)．

イラス火山国立公園もカルタゴにあるが， サンホセ市街地のバス乗り場からイラス行きの

バスに乗る方が分かりやすい． 

 

 

  

図 5-14  (A) 中央公園にある教会跡． (B)ロス・アンヘレス大聖堂外観． (C) ロス・アン

ヘレス大聖堂内部． 

A 

C B 
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5-12 San José 

コスタリカの首都． 標高が高く， 雨期はあるが年間を通して涼しくて春の様な過ごしや

すい気候． 国立博物館， ヒスイ博物館， 日本にある様な大きなショッピングモール等があ

る． また現地に住んでいる日本人がよく行く日本食レストランや， 美味しい中華料理屋も

ある． 私が活動でお世話になっていたコスタリカ大学もサンホセにあり， 実は大学構内に

もナマケモノ， アライグマや色鮮やかな野鳥も生息している (図 5-15)． 漫画， アニメ， フ

ィギュアやゲーム等が売っている ”Casa Manga” という日本の文化に興味がある人達が集

まってくる面白いお店も大学近くにある (図 5-16)． 国立公園等の地方の観光地に行くバス

停は， 基本的にサンホセから出ている． 

 

  

図 5-15  (A) コスタリカ大学． (B) 大学構内に生息しているナマケモノ． 

 

 

図 5-16  Casa Mangaで知り合った人達と． 

A 

B 
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5- 13 エピローグ 

漁業者が漁に出た際に商業的に価値のない， いわいる ”ゴミ” として捨てられる漁獲物

が分類学的に分かっていない事が多いらしい． そのため， 漁業が盛んな所に行って， 漁

師と話してゴミとして捨てられる物を安く譲ってもらうように交渉したが， ラテンの漁師

達はなかなか約束を守ってくれなくうまくいかない． そこで， 元々協力隊で地元の漁師に

コネクションがある方と， 日本に留学していて日本語が上手なコスタリカ大学の教員に協

力してもらい， 間に入ってもらって漁業者と交渉してみた． しかし漁師達が約束を守って

くれない事はまったく変わらない 笑． 

漁師だけでなく， コスタリカ人の知り合いや友達は約束や時間が守らない事がむしろ普

通である． というか大学や街中にある時計は， 基本的にほぼ全て合っていない． 2年間も

暮らしたので， この国の ”Pura Vida (純粋な人生)” な暮らしぶりを少しは分かってきた気

がする． それでもまだ， この国のおおらかさやのんびり具合には未だに日々驚かされる．

こちらに来てみて， 日本人が時間・約束等の規律を守る事によってすごく円滑に仕事がで

きる事や， 食事の美味しさ， 交通マナー等， 日本の良い所に初めて色々気付かされた．

でも逆にコスタリカの人々は何があっても怒らずケンカせずに平和主義で， 誰にでも優し

く， 細かい所は気にしないおおらかでのんびりしていて， 日本にはない良い所がたくさ

んあるなとも気づかされた． コスタリカ人みたいな， ラテン美女も日本ではなかなか見か

けない気もする． 比べてみてどちらが良いとも言えないが， 実際にお別れが近くなると本

当に寂しいし悲しくもなる． 協力隊であった 2年間は本当にあっという間であったが， い

つかまたコスタリカに戻ってきたい (図 5-17)． 

 

 

図 5-17  お世話になったコスタリカ大学動物学博物館の Doña Anaと． 


